
青
少

年
青

少
年

のの
体

験
活

動
体

験
活

動
の

推
進

の
推

進
（

新

 

規
）

平
成

23
年

度
予

算
額

 

10
8,

49
2千

円

青
少

年
の

体
験

活
動

の

 
推

進
を

図
る

た
め

、
家

 
庭

や
企

業
な

ど
へ

体
験

 
活

動
の

理
解

を
求

め
て

 
い

く
た

め
の

普
及

啓
発

 
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、

 
自

然
体

験
活

動
の

指
導

 
者

養
成

、
体

験
活

動
の

 
場

の
在

り
方

に
関

す
る

 
調

査
研

究
協

力
者

会
議

 
を

実
施

○
子

ど
も

・
若

者
ビ

ジ
ョ

ン
（

H
2
2
.7

｡
2
3
）

◇
子

ど
も

・
若

者
が

生
き

生
き

と
、

幸
せ

に
生

き
て

い
く

力
を

身
に

つ
け

る
た

め
の

取
組

（
重

点
課

題
）

・
社

会
参

加
・

体
験

活
動

等
能

動
的

な
活

動
の

充
実

○
教

育
振

興
基

本
計

画
（

H
2
0
.7

.1
閣

議
決

定
）

◇
放

課
後

や
週

末
の

子
ど

も
た

ち
の

体
験

・
交

流
活

動
等

の
場

づ
く

り
◇

体
験

活
動

等
の

推
進

（
特

に
重

点
的

に
取

り
組

む
事

項
）

●
子

ど
も

の
頃

の
体

験
が

豊
富

な
大

人
ほ

ど
，

や
る

気
や

生
き

が
い

を
持

っ
て

い
る

人
が

多
い

（
H
2
2
.5

 

子
ど

も
の

体
験

活
動

の
実

態
に

関
す

る
調

査
研

究
（

中
間

報
告

）
独

立
行

政
法

人
国

立
青

少
年

教
育

振
興

機
構

）

・

 

子
ど

も
の

頃
に

「
自

然
体

験
」

や
「

友
だ

ち
と

の
遊

び
」

な
ど

の
体

験
が

豊
富

な
人

ほ
ど

，

 

「
も

っ
と

深
く

学
ん

で
み

た
い

」
と

い
っ

た
意

欲
・

関
心

，
「

電
車

や
バ

ス
に

乗
っ

た
と

き
，

 

お
年

寄
り

や
身

体
の

不
自

由
な

人
に

は
席

を
ゆ

ず
る

」
と

い
っ

た
規

範
意

識
，

「
社

会
や

人
の

 

た
め

に
な

る
仕

事
を

し
た

い
」

と
い

っ
た

職
業

意
識

が
高

く
な

る
傾

向
が

み
ら

れ
た

。

地
域

や
家

庭
、

企
業

の
取

組
を

促
進

し
、

青
少

年
の

体
験

活
動

を
一

層
推

進

①

 

全
国

的
な

普
及

啓
発

の
実

施
家

庭
や

企
業

な
ど

へ
体

験
活

動
の

理
解

を
求

め
て

い
く

た
め

の
普

及
啓

発
を

実
施

・

 

青
少

年
の

体
験

活
動

の
必

要
性

・
重

要
性

を
広

く
家

庭
や

社
会

に
発

信
す

る
。

・

 

青
少

年
の

体
験

活
動

の
推

進
に

寄
与

す
る

団
体

間
の

連
携

を
図

る
。

課
題

背
景

要
旨

◆
現

 

状
○

青
少

年
を

め
ぐ

る
様

々
な

問
題

（
ニ

ー
ト

、
ひ

き
こ

も
り

、
不

登
校

な
ど

）
○

青
少

年
の

意
欲

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

、
規

範
意

識
等

の
低

下

◆
原

 

因
○

直
接

体
験

の
不

足
（

体
を

動
か

す
体

験
、

自
然

体
験

）

大
き
な
木

に
登

っ
た
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
な
い
子

ど
も

H
10

：
43

%
→

H
21

：
52

%
キ
ャ
ン
プ
を
ほ
と
ん
ど
し
た
こ
と
が
な
い
子

ど
も H

10
：
38

%
→

H
21

：
57

%
○

生
活

習
慣

の
乱

れ
（

夜
更

か
し

、
朝

食
欠

食
）

○
希

薄
な

対
人

関
係

（
保

護
者

の
関

与
が

少
な

い
、

地
域

の
大

人
の

関
与

が
少

な
い

、
仲

間
と

の
接

触
が

少
な

い
）

我
が

国
の

青
少

年
の

体
験

活
動

を
一

層
推

進
す

る
た

め
、

そ
の

活
動

の
場

と
し

て
中

心
と

な
る

青
少

年
教

育
施

設
の

あ
る

べ
き

姿
や

適
正

 
な

配
置

に
つ

い
て

の
調

査
研

究
協

力
者

会
議

を
実

施

②

 

自
然

体
験

活
動

指
導

者
養

成
事

業
自

然
体

験
活

動
の

教
育

効
果

を
高

め
る

と
と

も
に

、
青

少
年

が
安

全
で

安
心

な
体

験
活

動
を

行
え

る
よ

う
、

そ
の

指
導

者
を

養
成

す
る

こ
と

に
よ

り
、

青
少

年
の

自
然

体
験

活
動

を
推

進
【

2
5
件

】
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1
0
0

母
親

（
２
０
０
６
年

）

母
親

（
２
０
０
０
年

）

父
親

（
２
０
０
６
年

）

父
親

（
２
０
０
０
年

）
ほ

と
ん
ど
な
い

１
５
分
く
ら
い

３
０
分

ぐ
ら
い

１
時
間
く
ら
い

２
時
間
く
ら
い

３
時
間
く
ら
い

４
時
間

以
上

①
事

業
検

討
・
分

析
評

価
委

員
会

の
設

置

○
家
庭
や
企
業
の
認
識
度
や
課
題
に
つ
い
て
の
分
析
、
課
題
を
抱
え
る
地
域
に
お
け
る
取
組
の

実
施
等
を
踏
ま
え
、
効
果
的
な
取
組
方
策
・
啓
発
手
法
等
に
つ
い
て
検
討
。
ま
た
、
併
せ
て
こ
れ

ま
で
の
成
果

に
つ
い
て
の
検
証
調
査
を
実
施
。

②
関

係
府

省
及

び
官

民
連

携
に
よ
る
取

組
の

推
進

○
府
省
や
地
域
、
団
体
、
企
業
等
と
の
共
同
企
画
に
よ
る
取
組
や
啓
発
資
料
作
成
等
を
実
施
。

○
課
題
を
抱
え
る
地
域
に
お
け
る
取
組
や
企
業
の
先
進
的
取
組
の
事
例
等
を
活
用
し
た
合
同

検
討

会
議
を
開

催
。

③
地

域
に
お
け
る
研

究
成

果
の

普
及

啓
発

○
子
ど
も
の
生
活
習
慣
や
学
力
、
体
力
の
水
準
等
に
課
題
を
抱
え
る
地
域
等
に
お
い
て
、
大
学

や
企
業
、
行
政
、
学
校
、
商
工
会
、

 

民
間
団
体
等
と
の
協
働
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
・家

庭
・

地
域
の
取
組
手
法
に
加
え
、
企
業

C
SR

や
社

内
に
お
け
る
理

解
等
を
促

進
す
る
た
め
の
研
究

発

表
会
を
実
施

。

全
国

的
な

普
及

啓
発

の
実

施

（
前
年
度
予
算
額

 

９
９
，
３
０
８
千
円
）

23
年
度

予
算

額

 

５
０
，
０
８
５
千

円
子
ど
も
の
生
活
習
慣
づ
く
り
支
援
事
業

子
ど
も
た
ち
が

健
や

か
に
成

長
し
て
い
く
た
め
に
は

、
適

切
な
運

動
、
調

和
の

と
れ

た
食

事
、
十

分
な
休

養
・
睡

眠
な
ど
、
規

則
正

し
い
生

活
習

慣

 
が

大
切

で
あ
る
。
近

年
、
子

ど
も
た
ち
の

生
活

習
慣

の
乱

れ
が

学
習

意
欲

、
体

力
、
気

力
の

低
下

の
要

因
の

一
つ
と
し
て
指

摘
。

背
景

【
課

題
】

子
ど
も
は
、
家
庭
や
社
会
の

 
影

響
を
受

け
や
す
く
、
夜

型

 
化
等
に
よ
る
就
寝
時
間
の

 
遅

れ
が

依
然
と
し
て
課
題
。

・
父
親
と
子
ど
も
の
接

 
す
る
時
間
の
短
さ

・
夕
食
を
家
族
で
と
る

 
頻

度
の

低
さ

・
仕

事
と
生

活
の

調
和

の
と
れ
た
社

会
の

実
現
。

・
働
く
親
や

企
業
の

意
識

醸
成

や
取

組
の

促
進

が
必

要
。

企
業

や
地

域
の
取

組
を
促

進
し
「早

寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」

国
民

運
動

の
推

進

子 ど も の 基 本 的 な 生 活 習 慣 の 改 善 ・ 定 着

課
題

等
の
分

析
に
基

づ
き
、

産
学

官
民
の

連
携

に
よ
る
、
働
く

 
親
や
企
業
向
け
の
効
果
的
な
取

 
組

方
策
・
啓

発
手

法
の

検
討

企
業
や
働
く
保
護
者

等
に
向
け
た
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
等
を
作
成

企
業
と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
例

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の

ト
レ
ー
マ
ッ
ト

Ｊ
リ
ー
グ
・
Ｊ
ク
ラ
ブ
と

連
携
し
た
国

民
運

動
の

全
国
展
開

【
23

年
度
に
必
要
な
施
策
】

家
庭

や
学

校
、
地

域
に
と
ど
ま
ら
ず

働
く
親

や
企

業
等

、
社

会
全

体
の

問
題

と
し
て
理

解
や

取
組

を
促

進
す
る
必

要
性

遅
い
就
寝
時
間

に
よ
る

成
長
へ
の
影
響

へ
の
懸
念

平
日

23
時

以
降
に
就
寝
す
る

児
童
（
小

6）
は
１
７
％

平
日

0時
以
降

に

 

就
寝

す
る

生
徒
（
中

3）
は
２
８
％

１
７
％ ８
３
％

２
８
％

７
２
％

○
就

寝
時
間

企 業 Ｃ Ｓ Ｒ と の 協 働 に よ る

生 活 習 慣 づ く り を 支 援

働 く 親 や 企 業 の 意 識 啓 発 ・

Ｗ Ｌ Ｂ に 関 す る 取 組 の 促 進

○
父
母
が
平
日
に
子
ど
も
と
接
す
る
時
間

約
６
０
％
の
父
親
が
「
３
０
分
く
ら
い
」
以
内

(%
)

＋
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